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１。はじめに
ｌｉヌ之素１４年代法は，先史時代の年代を知る方法として世界的に広く使われている。日本でも旧石器・縄文・

弥生時代の年代測定に利用されている。一方炭素１４年代値は，１４Ｃの半減期を５５６８年とし，大気中の１４Ｃ濃
度が過去において一定であったとする仮定に基づいて算出されるため，暦年代（実年代）との間にはずれが
生ずる。実際過去における大気中の１４Ｃ濃度は必ずしも一定ではなかったことが指摘されている［１１
これらの不確定さを補正し，炭素１４年代の値を暦年代に換算するために，年輪年代法に基づく修正（

ｃ・ｉｌｎｔ）ｒａｔｉｏｎ）が行われてきた。アメリカではカリフォルニアのブリッスルコーンパインや北米西岸のジャイ
アントレッドウッド（セコイア），ヨーロッパではナラの類が用いられている。一方，日本はもっぱらアメ
リカの修正年代を用いて現在にいたっている。日本における高精度の暦年代修正のためには，日本産の樹木
による年輪年代法に基づいた修正年代が必要である。
幸いにも，奈良国立文化財研究所は長年にわたって年輪年代法の研究を推進してきた。ヒノキについては

紀元前３１７年まで，スギについては断片的にではあるものの紀元前４２０年までの標準グラフが完成しており
［２１さらに古い年代に関する標準グラフの作成も継続的に行われている。ヒノキ・スギはいずれも日本列島
に広く分布する針葉樹で，特にヒノキは建築部材や遺物としての出土例も多く，考古学的にも意義のある資
料である。
このたび，名古屋大学に第二世代タンデトロン加速器質量分析計が導入され近く稼働を始める。この装置

による新しい炭素１４年代測定システムでは，比較的若い年代値をもつ試料について±０．３％以下，年代値に
して±２０～３０年程度という高い測定精度の実現が期待される［３ｔ
本研究においては，年輪年代の確定した資料をこの年代測定システムで精密に測定し，日本における修正

年代を確立することを目的としている。これが確立し，修正年代が構築できたならば，日本だけではなく中
国・朝鮮半島を始めとした東アジアにおける先史時代の暦年代の基準として用いることができると期待され
る。さらには，アメリカ・ヨーロッパにおける修正年代と比較検討することによって，地球規模の暦年代を
組みあげることができるだろう。

２ 。 研 究 分 担

現在，図１に示すような形で研究を進めることを計画している。

３ 。 研 究 計 画
名古屋大学の新しい炭素１４年代測定システムは，年間に３０００個の測定能力を持つとされている。修正年

代の構築には多数の測定結果が必要であるが，この高い生産性によって測定数に関する制約は解消できるこ
とが期待される。したがって，本計画では修正年代の構築に耐えうる試料を清浄に，効率よく調製すること
に主眼がおかれる。
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年輪層の採取
修正年代を構築するためには，年輪年代の確定した樹木試料の各年輪層ごとに炭素：１．４年代を適用し，
その結果を一対一に対応させることが理想的である。ただし，この方法では膨大な試料を処理する必
要がある上，その測定結果は樹木試料の個体差に左右される恐れがある。本研究計画では，複数の年
輪層を一括して扱い，炭素１４年代法による測定結果は対象期間の平均値として扱う。
１４Ｃは，高層大気中のＭＮが宇宙線の二次中性子に照射されて生じ，大気中に拡散する。そのため，

大気中の１４Ｃ濃度は宇宙線の強度に影響される。宇宙線強度の変動には様々な要因があるが，太陽活
動に付随した１１年周期の変動が指摘されており，対応する周期的変動が年輪層ごとの１４Ｃ濃度にも現
れる［４］。１１年を１単位として年輪層の採取を行うことで，太陽活動の効果を相殺した平均値を得るこ
とを考えている。

試料調製
年輪は樹木試料が生育した年代ごとに成長し，古い年輪は死細胞となって固定する。これが，年輪
の炭素１４年代を測定することでその修正年代の構築；§Ｅ：可能にする所以でもある。しかし年輪層相互に
有機物の交換が行われた場合，その年輪についての炭素１４年代は正確な年代を反映しない。年輪層の
間を移動する有機物には，リグニンなどが挙げられている［５］。これらを除去し，年輪層を形成するセ
ルロースだけを抽出することが，正確な修正年代の構築につながる。
試料調製には，外部からの炭素の混入を防ぐために極めて清浄な環境を実現しなければならない。

多数の試料を処理するためにも，自動化を視野にいれた新しい処理装置の開発が必要になるだろう。

年輪年代と炭素１４年代との相互補完
炭素１４年代の修正に用いるヒノキ・スギの年輪年代は，一本の原生木ないし伐採年の判明している

樹木試料からたどったものではなく，複数試料の年輪のパターンを重ね合せて構築されたものである。
その検定には統計学的な手法を用いているものの，炭素１４年代法からもその重複を保証することがで
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きる。
また，遺物には標準となる既知のパターンと重ならない年輪を持つものがある。このような遊離し

たパターンの年輪年代を炭素１４年代法から裏付けられれば，そのパターンを用いた年輪年代の構築が
可能になるだろう。
特に注目されるのが弥生・古墳時代の木棺の材料として用いられたコウヤマキである。この時代に
関しては，コウヤマキの出土例はヒノキに次いで多い。・弥生・古墳時代の暦年代を検討する上で，そ
の年輪年代を構築することが切望されている。ところが，その出土例は平安時代以降の遺物に関して
は非常に少なく，また原生木の入手も困難である。コウヤマキの年輪年代は，ヒノキの年輪のパター
ンとの重ね合せで構築されている。修正された１灸素１４年代法によってコウヤマキの年代を測定すれば，
その年輪年代の構築に貢献できるだろう。

４。修正年代に寄せられる期待
考古学における年代の検討［６１１ま，遺物を含む地層の上下関係から新旧を推定する層序学的な方法，および

遺物の型式や文様などを比較して新旧やその伝播を検討する相対編年が主流である。特に後者について，日
本においては土器や瓦などに関する緻密な編年が確立している。
ところが，このような考古学的な手法では，遺物の新旧を議論することはできても絶対的な暦年代を与え

ることはできない。紀年銘もしくは文献などによって年代の判明している遺物を基準にすることで，およそ
の成立年代を導出することはできるが，絶対的な年代差やその妥当性を検討するためには，暦年代を与えう
る修正された炭素１４年代法による評価が必要であろう。
本計画では，弥生・古墳時代に係わる時期に重点をおいて研究をすすめたい。この時代に関する文献資料
は国内にほとんど存在せず，中国大陸の資料にわずかな記述が残る程度である。そのため，もっぱら出土し
た遺物を手がかりにした編年が続けられている。それでいてこの時代は，古代日本が律令国家へと変貌して
いく激動の時代と捉えられている。考古学的にも歴史学的にも，出土した遺物に高い精度の暦年代を与える
ことが要請されている。
ただし，年輪年代・炭素１４年代を遺物に適用する場合は，考古学的に要求されている年代との差に留意
しなければならない。年輪年代は「年輪が形成された年代」を示し，樹木が伐採・加工され，使用されるま
での年代を明らかにすることはできない。炭素１４年代も生物が大気との炭素交換を行わなくなった年代，
すなわち「生命活動を停止した年代」を示すものである。考古学的な見地からは，一般にはその遺物が使わ
れていた時代に関する暦年代の情報が必要とされる。合理的・総合的・長期的な歴史年代観を樹立するため
にも，自然科学的な年代決定法と考古学とが有機的に連携し，相互補完しながら研究に取り組むことが重要
である。
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